
平成２５年度　事務事業マネジメントシート

Ⅰ　事務事業の目的・内容

Ⅱ　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

Ⅲ　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善　＜※主管課長記入＞

⑴　事務事業についての評価及び今後の方向性

⑵　事務事業の業務改善について

③取り組
みの課題

わかりやすい内容の財政白書を目指して
いるが、どの程度の内容にするのかを十
分検討する必要がある。

④今後の
改善計画

自前での作成を行っていく中で、効率的
な、作成方法やスケジュール等を検討し
ていく。

①今年度
(H25)の
改善計画

②今年度
(H25)に
実施した
取り組み

作業内容の見直しや掲載内容について検
討する。

財政白書の内容等を一部委託していたも
のを平成25年度から廃止し、自前で作成
した。

Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ｂ　削減の余地がややあ
る

総合評価 Ⅲ　要　改　善　（事業は継続するが、更なる改善が必要）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

Ｃ　必要性は低下する
と考えられる

Ａ　市が担うべき

有効性

1.00

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

平成25年度

7,576,000 7,178,000 6,987,000

1.00

334,425

493,500 493,500 334,425

目的に対する現状（客観的事実・データに
基づく現在の状況や取組状況）

8,069,500 7,671,500 7,321,425

・市の財政状況を分かりやすく説明する
ための財政白書を作成している。
・市役所情報公開コーナーを始め、図書
館などの公共施設に配置し、閲覧できる
ようにしているほか、ホームページに簡
易版も含め電子データーで掲載してい
る。
・一冊1000円で有料販売している。

平成23年度 平成24年度

493,500 493,500

1.00

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）名　　称 平成23年度 平成24年度 平成25年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

市の財政状況 意図
事業
目的

54

対象

市の財政状況について、従来の決算数字のほかに複式簿記の考え方を取り入れ、行政コスト
や純資産変動などをわかりやすく解説した白書を作成する。

平成２０年度決算版を平成２１年度に発行し、その後、「他団体との比較・分析」を加える
などして現在に至っている。
また、平成２２年度決算版から有料発売することとしている。（１冊1,000円）

市民にわかりやすく説明する

主管課長安井　彰健全で効率的な行財政運営

会計 小事大事

01

目項

02 01 05 01
事業名

政　策
施　策

06

6-2

財政白書作成事業

公・民パ－トナ－シップによる構想実現と効率的、効果的行財政運営（行政の充実） 主管課 財政調整課

事務事業の総ｺｽﾄ(a=b+c)

事務事業のコスト

③

④

指標

①

②

人役・嘱託(人)

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

うち一般財源

 事業費（ｂ）（円）

 職員給与費(ｃ)(円)

人役・再任用(人)

人役・臨職(人)

人役・職員(人)


